
浪漫主義文芸 に開く花

- ｢ 白百合+ ｢ 董+ 考 -

渡 部周子

序

日本は ､ 明治期 に 至 り ､ 西欧 か ら様 々 な文化 を移植 し欧化 をは か る｡ 本論文 は ､ そう した 文

化受容 の う ち､ 白百合 と董 の 花の 象徴性 の受容 に つ い て取 り上げる こ とに よ っ て ､ 近代化 に よ

る ｢愛+ と ｢ 純潔+ とい う新しい 心 性の 誕生 の 一 側面を示 す こ とを試み るも の で あるo

i . 西洋近代社会に お ける ｢女性と花+

蕃夜､ 白百合､ 董 の 花は ､ 共 に聖母 マ リア の ア トリ ビ ュ ー トと して ､ キリ ス ト教に基づ く西

洋文化 では ､ 無数に咲く花 々 の 中でも ､ きわめ て高 い 地位にある ｡

白百合は ､ 聖 母 の 純潔を象徴 し､ 受胎告知 の場 面で ､ 大天使 ガブリ エ ル が白百合の 花 を手 に

携え､ マ リア の も と に訪れ る｡ ア ル ベ ル トク ス ･ マ グヌ ス は
､
｢ マ リア の 子 宮は 百合で囲まれ た

野原 の ようだ｡ なぜ な らば ､ 彼女 はキリ ス トを生む以前 にお い て も ､ 出産 の 場 にお い て も､ キ

リ ス トを生 ん だ後に お い て も処女で あ っ た か らだ1 o + と述 べ て い る . 凄 もまた ､ 聖母 マ リ ア の

ア トリ ビ ュ ー トで あり ､ マ リ ア の ｢謙譲+ を象徴する｡ 聖 ヴィ ク ト ー ル は ､ マ リア を讃え ､ ｢ あ

なたの 美 しさは花の よう ､ あなた の甘美さは蜜 の ある巣の よう｡ あなたは董 の ように謙虚 で
､

あなた の 慈悲や哀れみ は昔彼の よう｡ そ して白百合の ように甘美 で ある2 ｡ + と述 べ た｡ こ の よ

うに
､
キリ ス ト教文化 にお い て ､ 最も貴い 女性 ､ 聖母 マ リ ア の 美徳を､ 寄葎､ 白百合､ そ して

董に比 愉 して ､ 讃えた の で あ る｡

1 9 世紀末の 市民道徳の 勃興の 下で ､ ジ ョ ン ･

ラ ス キ ンや ジ ュ ー

ル ･ ミ シ ュ レ は ､ 善良な女性

を花に誓えた3 ｡ ラ ス キ ン は ､ 『胡麻と百合』 で ､ ｢ 善良な女性 の 通り道にお い て は ､ 花が散り敷

かれて い る ｡ しか し ､ 花 は女性 が歩く前に で は なく ､ 歩い た後に 咲く の で ある4 ｡ + と述 べ た ｡

そ して ､ その 花とは ､ タイ トル が示す ように ､ 百合 の 花なの で あ る｡ また ､ ミ シ ュ レ は ､ 女の

子が人生 にお い て知 る 必要が ある こ とはす べ て ､ 花 を観察させ る こ とに よ っ て伝える こ と が 出

来 ると考えて い た . 更 に ､ ミ シ ュ レ は､ ｢ 花は ､
一

つ の 世界全体で あり ､ 純粋 で ､ 無垢で ､ , L の

慰め で ある｡ 小 さな人間 の花 は ､ 本質的な点 にお い て本物と似て い ない の で ､ なお さら花 と調

和する ｡ 女､ とりわ け､ 幼い女の 子は ､ ま っ たく神経質な生き物で ある｡ と い うわけで ､ 神経

を持た ない植物は ､ 女の 子 にと っ で愉快な仲間で あり ､ 心を慰めてくれ て ､ 気分 を鎮めてくれ ､

比較的無垢 の 状態に してくれ る5 ｡ + と述 べ るの で ある ｡ 1 9 世紀後半の 絵画 にお い て ､ 花をそ の

身に纏い ､ 花 々 の 中に 埋もれ る女性像が無数に措かれて い る ｡ ア ー ル ･ ヌ
ー ボ ー を代表す る装

飾画家､ ミ ュ シ ヤ の 措く女性た ちは ､ 尊徳や百合や様々 な花 々 の 中に ､ 半 ばうずもれ る ように

描かれて い る o

こう した女性像が措かれ た理由を
､
プラ ム ･ ダイ ク ス トラ は次 の ように説 明 して い る ｡ 近代

資本主義社会にお い て ､ 中産階級 の 男性は市場社会に進 出するこ とによ っ て ､ キ リス ト教道徳

にお い て規定され る よ うな正直で道徳的な振 る舞い に徹す る こ とは出来なく なる ｡ そ こ で ､ 家
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族は魂の 単
一 体で あ るとい う考えに基 づ い て ､ 妻 を無垢 な状態で 家庭 に留まらせれば､ 夫 の 魂

を救う こ とが 出来 ると考 えた ｡ 家庭に留まり ､ 夫 の 守る こ との 出来ない ささや かな道徳を守 る

女性 の 姿は ､ 知識人の 言説に お い て ､ 夫と い う庭師に よ っ て守られ る家庭 の 中の庭 に咲く花 々

に誓えられ る こ とに な っ た の で あ る｡ 例 えば ､ ミ シ ュ レ は ､ 1 8 5 0 年代にイ ギリ ス 流結婚の 模倣

を行う ように フ ラ ン ス 国民に促 した ｡ そ して ､ そ う した 結婚 にお ける女性 の 役割 は ､ 歴史 の 中

で前進 する男性を激励す る こ とだ と考え､
｢ ( 女性は) 1 6 才 になると

､
誇 り高 い要求を 出す こ

とで 男をふ る い 立 た せ ､ 彼に『私 は偉大 だと ! 』と言わせ るで しょ う0 2 0 才か 3 0 才に なると ､

そ して そ の 後
一

生涯 ､ こ の 子は ､ 転晩仕事 で ぐっ たり して帰っ てく る夫 の 元気 を回復させ ､ さ

まざまの 利害や 心づ か い でか わき切 っ た彼 の 心 に ､
一

つ の花 を咲き 出させ るで しょ う. 地平線

が とざされす べ てが 色あせて 見える悪 天候の 日にも ､ この 子 は彼に神取り戻 させ るで しょ う｡

神が彼 にふれ る ように ､ 彼の 胸の 上で神 が再 び見出される ように して あげるで し ょう｡ 6+ と述

べ る の である7 ｡

市民道徳の 勃興 の 下で ､ うら若 い 乙 女に相応 しい 花とされたの は ､ 白百合 と董で あ っ た ｡ 白

百合は ､ 聖母 マ リア の 純潔を象徴する こ とか ら､
乙 女の規範を示 した｡ 董 の ごく淡 い香は ､ 慎

み深 い 乙女に相応 しい 香り と して ､ 蔚香 の ような動物性 の香り に変わ っ て ､ 1 7 5 0 年頃に新たに

浮上 した8 ｡ かすか な香 は ､ 身体の 持 つ 官能性を廃除する ｡ うら若い 乙女の 身体は ､ 聖母 マ リ ア

の 祭壇を飾る花々 の ように清らか なもの で あらねばならない9 ｡

そ して ､ 日本は近代化と共 に ､ 西洋か ら ､
こ う した花の 象徴性を受容す る こ とになる1 0 ｡

Ⅱ . 花 の象徴 性の 受容

白百合の象徴性の 受容

日本 で は ､ 白百合はこ 明治以前の 文芸上で ､ 殆 ど登場 しなか っ たo 古代に おい て は ､ 『古事

記』『万葉集』 の 中で ､ 百合は描写されて い るもの の 1 1 ､ 以降近代まで 文芸 上では余 り用い られ

なか っ た｡ また､ 大舎人部千文 の ｢ つ くばねの さゆるの 花の ゆ床に も かな しけ妹そ 昼

もか な し+ ( 現代語訳 筑波 山の ユ リ の花 の ようなあなたは ､ 夜の 寝床 にも可愛い し､ 昼もまた

可愛い 12) とい う歌が示 すように ､ 百合は ､ 女性 の セ ク シ ュ ア ル な魅力の 比喰 に用 い られ た｡

また ､ 日本本州 に純白の 百合は自生 して い なか っ たため ､ こう した文芸作品で描写された百合

は ､ 桃色の 笹 百合で あると考えられ る｡

『源氏物語』 にお い て ､ 百合 は ､ 源氏の 美貌を比愉する花と して用 い られ てお り ､ 次の よう

に描写 され て い る｡ ｢ 例えよりはうち乱れたま - る御顔 の に ほひ ､ 似るもの なく見 ゆ､ うす物の

直衣単衣を着たま へ る に ､ 透きたま - る肌 つ き ､ ま してうい み じう見 ゆる を､ 年老 い たる博士

など､ 遠く見たて まつ りて ､ 涙落 しつ ゝ ゐたり ､ あは ま し物をさゆり ばの と ､ 謡うとぢめに ､

中将御か は らけ､ 参 り給う｡ それ もが と今朝開けた る初花に劣らぬ君が 匂ひ をぞ見 る｡ + ( 下線

筆者) ( ｢ 現代語訳+ い っ もよりはくだけて い ら っ しや る御顔 の 美しさは ､ 比 べ るもの の ない ほ

どに見える ｡ 薄い 直衣 に単衣 を着て お られて ､ 透けてお見えになる肌 つ やは ､ ひ ときわ美しく

見えるの で ､ 年寄っ た博士 たちなどは ､ 遠くか ら拝見 して ､ 涙をこぼ しなが ら座 っ て い る ｡ ｢ あ

はま しもの は さゆりは の+ と謡い 終わ るとこ ろ で ､ 中将がお盃を差上げなさる｡ ｢今の 文句の よ

うに今朝さい たばかりの 百合の 初花 にも劣らない あなたの 美 しさを拝見できますとは+ 1 3 0)

-

79
-



渡 氏の 美貌が ､ 今朝咲い たばか り の 百合 の 初花 にも劣らない と して
､
比 喰 されて い る ｡ 『源

氏物語』 に お い て ､ 百合 が登 場す るの は こ の -

カ所 の み で ある ｡ 類 い 稀な美貌 を持 つ ､ 若き源

氏 に対す る比聴 に用 い られた と い う こ と は ､ 百合 が徳化され た美貌 を比喰す る花 と して採用 さ

れ た と考えられ る｡ 下線部は ､ 催馬楽 の ｢ 高砂+ の 終わ り の 句 で あり ､ 歌謡 の 引用 に より 比愉

を行 っ て い る が ､ 歌謡 とは宴会 の場 にお い て謡 われ るもの で あり ､ 和歌に 比 べ て猿雑なもの で

あ る14 ｡ したが っ て ､ こ の 比 喰は あ る種 の 美 の 徳化を行 っ て い るが
､ 崇高な美とは考え難 い ｡

ま た､ 小島菜温 子氏 は ､
こ の 場面を 『源氏物語』 中唯

一

源氏 の ｢ 肌 つ き+ に つ い て描 写 された

場 面と して着目 し､ 源氏 の ｢ 初花+ に劣らぬ ､ 男女ともつ かな い ゆらぎの 性 の エ ロ ス が立 ち上

る の だと解釈 して い る 15 ｡ すなわち ､ 百 合 の 花は ､ 官能性 を帯 びた セ ク シ ュ ア ル な美 の 象徴と

して用 い られ て い る の で ある ｡ 桜や梅や藤 の花が 多出す る の に対 して ､ 百合 の 比 愉は 『源 氏物

語』 中こ の
-

カ 所 の みで あり ､ 以降王 朝文学で は廃れ て しまう｡

近代期に 至 り､ それ まで とは異な っ た ｢ 純潔+ とい う文脈 の もとで ､ 白百合 が広範に流布す

る の で ある ｡

董の 花の象徴性の 受容

董の 花もま た､ 和歌 に歌われて い る｡ 文学に登場する董 の 花に つ い て は ､ 鈴木保明氏 の 先行

研究がある1 6 ｡ 鈴木氏 は ､ 和歌 の 中で ､ 董が純情可憐な 乙女の 象徴と･して 用 い られて い る と解

釈 を行 うが ､ 筆者は ､ それ らは ､ 所謂近代的な ｢ 純潔+ と いう概念とは異な っ た文脈 で用 い ら

れ て い たと考える｡ 例 えば､ 鈴木氏は ､ 相模の 1 7 ､ ｢ 若草をこ めて しめ たる春の 野に われより

ほ か の すみれ摘 ますな+ とい う歌と ､ そ の返 歌で ある大江 公資の ｢何か を思ふ なにか を嘆く春

の 野 に 君 よ りほ か に すみれ 摘ませ じ+ を､ 純情可憐な乙女を象徴 して い る と して い るが 1 8 ､

こ の 歌 に関 して は ､ 明 らか に ､ 純情と い う文脈 とは異な っ て い る ｡ とい う の も ､ これ は夫婦の

間で交 した歌 で あり ､ 相模は ､ 私以外の すみれ ( 女性) を夫に摘ませ ない で 下さい と歌 っ て い

る の で あり ､ 純情可憐と い うよりも エ ロ テ ィ ッ クな歌で ある｡

明治期に 至 り ､ ｢ 百合+ と ｢ 董+ は ､ ｢ 純潔+ とい うそれまで とは異 なっ た文脈 で ､ 用 い られ

る ように なる の で ある ｡

Ⅲ . 浪漫主義文芸と花々 の 象徴性

明治期に ､ 宗教､ 文学､ 美術等 ､ 様々 な媒体を経て ､ 花々 の 象徴性が受容 され たと考えられ

る ｡ 本論で は ､ 明治期の 浪漫主義文学と美術にお ける白百合と董 の 花の 象徴性 の 受容を特 に考

察対象とする｡

白馬会と花の象徴性の 受容

白馬会とは ､ 東京美術学校西洋画科 ､ 初代教授黒 田清輝を主要 メ ン バ ー と して ､ 明治 2 9 年 6

月 に結成された画家によ る グル ー プで ある. 年 に 一 度行 われ る白馬会展覧会 は ､ 当時の 社会 に

お い て 大きな評判 を集めて お り ､ 新聞各紙で は ､ 会期中に 5 回 6 回以上 に渡る連載と して 展覧

会評を行い ､ 作品の 図版が掲載され る こ とも多か っ た｡ 白馬会の 芸術は ､ 西欧 の 芸術 特に

フ ラ ン ス 芸術 - の 影響を強く受けて おり ､ フ ラ ン ス の サ ロ ン - の 出品や万 国博覧会の美術部
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門 - 出品 し ､ そ こ で 入賞する こ とを目論 んで い た｡ 結成当初の 白馬会の 芸術活動 は ､ 諸芸術の

中でも先駆的 な役割を担 っ て い た ｡ 高村光太郎 は ｢ 新 しい 日本 の芸術界は ､ 始 め は洋画の 方面

か ら新味を注入 され て ､ それが 文学界に覚醒を与 - る動機 とな るように見 えた ｡ 黒 田 ､
久米 ､

岩村等白馬界 の 先輩諸子 が帰朝 した頃 ､ 我国の うちで最も進歩 したサ
ー

クル は と尋ねた なら､

疑ひ もなく こ の
一

団の 人で あ っ たの だ o 故 に こ の
一

派が硯友社あたり の 文学に刺激 を与 - て ､

それか ら文学界の 革新を見る の が当然で あ っ たの だ19 ｡ + と述 べ て い るが ､ こ の 言説 か ら白馬 会

が出来た 頃
,
日本 の 芸術界で ､ も っ とも先駆的な活動 を展開 し､ 諸芸術 に影響 を与えて い た こ

とが 分か る ｡ 白馬会の 画家は ､ 文学者 との 交流も密接で あり ､ 書籍の装丁や挿図を多数手掛 け

て い る｡

こ の ように ､ 諸芸術を牽引 し先駆的に活動を行 っ た白馬会で ､ 白百合は特別な象徴性を伴 っ

た形 で描写され て い た｡

黒 田が編集人 と して 関わ っ た ､ 明治 2 9 年に盛文堂か ら発刊 された雑誌 は 『白百合』( 図 1 )

と銘打た れた｡ 更に ､ 明治 3 4 年に発刊された ､ 白馬会で 行われた講話を収録 した著作 『美術

講話』( 図 2) の 表紡 は白百合 の 意匠で あっ た｡

明治 2 2 年発刊 の 『国華』 の 発刊の 辞で ｢ 美術ハ 国ノ精華ナリ+ ｢近世 二 重 マ テ 墨林ノ百 花錦

ノ如 シ梅花ノ 清痩 ､ 牡丹の 富麗､ 燦欄相映発シテ 千年 ノ史乗 ヲ芳艶ナ ラ シメ タリ是実二 歴朝仁

聖洪恩ノ 飴滞 ニ シ テ而 シ テ 我力先民ノ精 ヲ抽キ華 ヲ畢メ タ ル モ ノ ナリ+ ｢ 美術ハ 文化ノ 芳花ナ

リ花春二 逢テ 将 二 開カ ン トス 2 0+ ､ と して美術は梅花 ･ 牡丹 に嘗曝 されてお り ､ 明治 2 1 年発刊

の 『美術園』 の 発刊 の 辞で は ｢泰西美術の博入 を以てす恰も是清麗なる樫花の 傍らに妖艶の 番

葎花を移植せ しが如 し2 1+ と して ､
｢ 日本+ 固有の 美術を樫花に誓え､ 西洋美術を番頼に尊愉 し

て い る｡ つ ま り､ 美術を花に誓輸する文脈が既 に成立 して い た2 2 ｡ だが ､ 白馬会にお い て は ､

樫や梅や牡丹で は なく ､
日本の ｢ 伝統的+ な象徴体系 に存 しない ､ 白百合を ｢ 新 しい芸術+ の

象徴と して用 い た｡

黒 田清輝の 《樹蔭》( 図 3 ) は ､ グミの 木の ある傾斜地で ､ 手折られた白百合の 花の 傍らに ､

上体と下肢を逆に向けた不 安定なポ ー ズで横臥す る少女を描い た作品で ある ｡ 筆者は ､ 既 に ､

《樹 蔭) に描かれ た白百合は ､ ｢芸術+ を象徴して い るとする試論 を執筆 して い る2 3 ｡ 《樹蔭》

に措 かれた植物 をよく観察すると ､ 百合とグミだけで はない こ とが分か る ｡ 麦藁帽子の 右下方

に ､ たん ぽぽの 葉を確認する こ とが できる ｡ そ して ､ 帽子に接して措かれた植物 の 葉は ､
荒 い

筆致で 措かれて い る ため､ 残念なが らそ の 種類を断定する ことは 出来ない が ､ 或 は董の 菓の 可

能性も あろ うo 久米桂
一

郎が表祇絵 を手掛けた､ 盛文堂の 雑誌 『白百合』 の 表紙絵に は ､ 百合

とたんぽぽと董が描かれて い た｡

黒田清輝ゐ高弟である藤島武 二 の ( 造花》(明治 3 4 年) ( 図 4) は ､ 和服姿 の少 女が ､ 畳

敷きの 部屋 で作業機具の 置か れた台の 前は座り ､ 造花を作 っ て い る様子 を措 い たもの で あ

り ､ 窓際に ､ 百合とた んぽぽ を確認する こ とが出来る｡ ま た ､ 花龍の 中の 紫色 の小 さな花

は ､ そ の形状と色彩 か ら董の 可能性を指摘で きる ｡ また ､ 中田裕子氏は ､ 女性が手 に して

い る の は ､ 三色董で あ ると指摘 して い る2 4 ｡ 黒 田清輝 は､ ｢ 仏国四季の追懐+ で ､ フ ラ ン ス

の 四季 の 美 しさを回想 し次の ように描写 して い る ｡ ｢仏蘭西 は落葉樹が多 い の で 非常に陽

の 当た りが柔らか い ､ さう して 野 に出ると蒲公英や董が沢山ある ､ 董な どは 日本よりも大
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変多い ､ 私 共子 供の 自分には乱暴書生 で あ っ た の で ､ 董な どの 事 は気が付 か な か つ たが
､

彼方で は董 を尊重する せ い か ､ 田舎娘な ども董 を摘ん で居る ､ 又 此方 で谷 間 の姫百合と い

う大変優美な名が付 い て 居る花が ある2 5 ｡ + と述 べ て い る｡ つ まり ､ 黒 田 に と っ て ､ 百合 と

董とた んぽぽが西洋的な花だ っ た の で ある｡

そ して ､ 白馬会に お い て ｢ 白百合+ は ､ ｢ 芸術+ の 象徴 と して ､ 最も重要 な意 味が あ っ た と

考えられ る ｡ 董は ､
白馬会で 西 洋的な花 と して措 かれたが ､ む しろ ､ 画家よ りも文学者 に よ っ

て ､ 董 の 象徴性 は称揚された と考え られ る｡ おそ らく ､ 董 は ､ そ の ス ケ
ー ル が 小さ い こ とか ら

人物と共 に措く の には バ ラ ン ス が悪く ､ 図案化す る には そ の 形が大胆 なデ フ ォ ル メ に 向か ず様

式化 し難か っ た か らで は な い か と考えられ る ｡ たん ぽぽは ､ 白馬会 で若干描か れたが ､ 百合 に

比 べ る とその 頻度は低い ｡ また ､ た ん ぽぽは ､ 百合や董 に比 べ ､ 文学上で も目立 っ て用 い られ

て い ない ｡ 本論 で は ､ 文学と美術の 双 方で受容され盛 ん に描かれた ､ 白百合 と董の 象徴性に つ

い て取 り上げる ｡ これ らの 花 々 は ､ 西洋近代 の 市民道徳にお ける女性 の 規範 ｢純潔+ の 象徴 で

あり ､ したが っ て 女性 の 善性そ の もの の 象徴とも言 える こ とか ら､ その 日本 で の 受容 を考察す

る こ とは重要な意義が ある と考える か らで あ る｡

白馬会 の 画家たちの 発想め源 泉とな っ たテ キ ス トに つ い ては ､ 山梨絵美 子氏が ､ 黒 田清輝が

ウ ェ ル ギリウ ス の 『農耕詩』 や 『牧歌』 を愛読 して い たとい うこ とを既 に指摘 して い る2 6 ｡ 山

梨氏 は ､ 百合に つ い て の み考察 して い るが ､ こ れらの 文学作品に は ､ 百合と共に萎 も登場す る2 7 ｡

黒 田清輝の 愛読 した ､ ラ マ ル テ ィ
ー

ヌ の小説 『グラジ ェ ラ』 の 中で ､ ヒ ロ イ ン の 乙 女 は ､ 百合

に誓えられ て い る こ とを ､ 既に 山梨氏 は指摘して い る28 ｡ 黒 田清輝等 ､ 画家が 多く 留学した ､ ｢ 芸

術先進国+ フ ラ ン ス 国家を象徴す る花は 白百合で ある ｡ また､ 董は ､ ナ ポ レ オ ン が愛好 した花

で あり ､ ナポ レ オ ン を象徴す る花で もあ っ た2 9 ｡ 白百合も董も ､ フ ラ ン ス を象徴 す る花なの で

ある｡

また ､ 画家たちは ､ 絵画作品か ら花々 の象徴性 を学ん だと考えられ る ｡ 1 7 世紀に ヨ ー ロ ッ パ

で 流布 したチ ェ - ザ レ ･ リ ー バ の 『イ コ ノ ロ ギア』 で ､ 美の 擬人像の 持 つ 花 は 百合で ある3 0 ｡

また ､ ラ フ ァ エ ル 前派 の画家 ロ セ ッ テ ィ の 作品は ､ 明治期 に日本で受容 されて お り3 1 ､ ダ ン テ

の 愛 した 乙 女ベ ア トリ ー

チ ェ を描い た 《祝福され し乙女》( 図 5) にお い て ､ 画面中央 に大きく

措かれた ベ ア トリ ー チ ェ は手 に百合を持ち､ 星 によ っ て髪を飾 っ て い る｡ 白馬会 の 講義を収録

した『美術講話』には ､ ロ セ ッ テ ィ の 受胎告知の 場 面を描 い た《我 は主 の 婦なり》 ( 図 6) が 《幼

時の マ リア》 とす る邦題 で掲載されて い る ｡

この ように ､ 白馬会で は 白百合が 特 に好まれ ､ ｢ 芸術+ の 象徴と して用 い られ て い たが ､ こ

う した現象は白馬会に限定され るの で はなく ､ 明治期の 浪漫主義文芸上で広く共有されて い た｡

｢ 花+ と ｢ 星+ と ｢ 恋愛+ と

'
明治 3 3 年 4 月 に創刊され た文学美術雑誌 『明星』 は ､ 星や董 を詩歌 に多く 歌 っ たとい う こ

とか ら ｢星董調+ と称 されて い た｡ また ､ ｢ 星董調+ と称 され つ つ も董 と共に 白百合は歌語と し

て 多用され3 2 ､ 表祇絵には白百合が描かれ て い た｡

なぜ ､ 『明星』 は星董調 と呼 ばれた の で あろうか ｡ 逸見久美氏は ､ 星董調 と い う言葉を新詩

社の 誰も理論的に説明 してお らず ､ そ の 槙拠は分 らない が ､ 天 上界 の 星は ユ ー トピア を象徴 し
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地上 の 恋を董 と し､ こ れらを合わせて 星 重罰と した の で はない か と述 べ て い る ｡ また ､ 逸見氏

は ､ 島村抱月 が そ の論文 ｢ 英国の 尚美主義+ にお い て ､
｢ 日本 の 文壇で 新体詩 に星董調 と い ふも

の が あつ た+ と指摘 して お り ､ 更に こ の 星董詞 が ｢ 1 9 世紀の 英国の 尚美主義と余程似て い る+

と述 べ て い る点か ら､ 明確 な根拠 を挙げる こ とは出来ない が ､ 星董詞に 当た る芸術が既 に西 洋

に あり ､ 『明星』はそ う した西洋 の 芸術 の 影響を受けて ､ 星や董を詩歌に用 い た の で は ない か と

い う推論 を述 べ て い る3 3 ｡

筆者は逸見氏 の 推論 を支持 し､ 西洋にお ける董を地上の 星 とする象徴性 を日本 の 近代文学が

受容 して い る こ と を､ 以下で説 明 した い 3 4 ｡

ギ リ シ ャ神話 の 中に ､
死 した恋人が ､ 董 の花 にそ の 姿を変える次 の ような伝説 が ある｡ イ -

オ
ー

はそ の 瞳が美 しい ことか ら､ 最上神 ゼ ウス に愛されて い た｡ ゼ ウス の 妻 - ラはそ れを嫉妬

し ､ イ -

オ
ー を天 上世界か ら地上 へ 追放 した｡ イ -

オ
ー

は地上 を紡撞い 歩き ､ ヨ ー ロ ッ パ か ら

ア ジア - 渡りやがて エ ジプ トに着くが ､
そ こ で疲れ果 て息絶えた｡ そ の 途端 ､ もともと天上 の

人 で あ っ た彼女は ､ ｢ 星+ に身を変えて しま っ た ｡ ゼ ウス は 大変悲しみ ､ イ
-

オ
ー

の 澄ん だ瞳 を

偲 び ､ 地上 に可憐な董 の 花を創 っ たと言 われて い る3 5 ｡

夜空 の 星 と地上の 董 によ っ て愛 しい女性 を象徴す る伝説 は ､ 近代 の 詩 に引き継がれて い る o

ワ
- ズ ワ

ー

ス の 詩 で は ､ 死 んで しま っ た愛 しい 乙 女を董 の 花と天 上の 星 に誓曝 し ｢ 苔蒸す 岩

の 蔭に 人目忍ん で 咲くすみ れ の 花は ただひ と つ み 空に輝く星 の よ うに 美 しか っ た

人 に知 られずに 住む 乙女､ ル
ー

シ
ー が 地上か ら去 っ たこ とを 知る人 はほとん どい ない

い まそ の 乙 女は静か に 墓 に眠 っ て い る ああ なん とは かない 私の 心 3 6+ と歌われて い る｡

明治 3 0 年代にお い て ､ ワ
- ズ ワ

ー

ス は 日本 の 文学者に多大なる影響を与えて い た｡ 『明星』

の ｢ 詩+ 風を星董調 と して ､ 天 の 星と地上 の 花によ っ て象徴したそ の 背景に ､ こ う した西洋 の

詩 の 影響が ある の で はな い だろうか ｡ そ して ､ 美 しい董 の ような乙女 - の ｢愛+ を通 して創造

され る芸術作品 こそ が地上 に星 を灯すと考えたの では ない だろうか ｡ 『明星』とは ､ 単に天 上に

輝く手に届 かな い 星 なの で はなく ､ 地上の 星 と して の花々 を意味 して い たの で は ない か と筆者

は考える｡

例 えば､ 河野鉄南は ､ 明治 3 3 年 に 『明星』 で ｢ 地におちて世の 人の 子 の 恋となりぬ 星の な

さけ花の ひとひ ら3 7+ と歌い ､ 大月月 暗もやは り 明治 3 3 年の 『明星』 で ､ ｢ またたき消え しか

の 星地に おちて わかく少女の胸にひ そ むらん3 8+ と記 して い る｡ また ､ 同 じく明治 3 3 年の 『明

星』 誌上で ､ 水野露石は ､ ｢ うたまもる星 の 女神 に さ ゝ げなん我詩わが歌妹が花束3 9+ と歌 っ て

い る｡ また ､ 『明星』 の 女性歌人 ､ 与謝野晶子は ｢き けな神懸はすみれ の 紫にゆふ べ の 春の 讃嘆

の こ ゑ4 0+ と書き ､ 山川 登美子 は ｢ 新星 の 露に ほ へ る百合の 花を胸に お しあて 歌お もふ 君4 1+ と

記す｡ 『明星』 にお い て董 と白百合は ､ 共に異性 に対す る ｢ 愛+ を誓喰する歌語 と して 用い られ

て い たの で ある ｡

『明星』 の 詩人で は ない が､ 浪漫主義の 系譜 に連なり ､ 同時代におい て ､ 島崎藤村とその 評

価を二 分 し､ 大詩人と称 され た土井晩翠の 代表作に ､ ｢ 星と花+ が ある｡ そ こ で ､ 晩翠 は ､ ｢ 同

じ『自然』の お ん母 の 御手にそ だち し姉と妹 み空 の 花を星とい ひ わ
`

が 世の 星 を花とい ふ ｡

か れと これ とに 隔た叫ど に ほ ひ は 同 じ星 と花 笑みと光を宵々 に 替はす もや さ し花 と星

され ば曙雲白く 御空 の花 の しぼむとき 見よ白露の ひ と しづく わが 世 の 星に涙 あり4 2+ と
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歌う｡ 晩翠 は ､ 天 の 星 を ｢ み空 の 花+ と し､ 地上 の花 を ｢ わ が世 の 星+ と呼ぶ の で ある ｡ さ ら

に
､ 晩翠 は ､

｢ 花 と星+ にお い て ､ ｢ ゆふ べ わが 世 をみお ろ して 星 は語 り に 『あ ゝ 花 よ 憂の

しずく つ らか らば と は に喜び 尽 きせ ざる 大空 高く 昇らず や』 しほれ しお も わ振 り あげて

花は 問ひ けり『あ ゝ 星 よ J とは に喜び尽 きず てふ み そ らの をちや 涙なき』星 は い ら へ ぬ『あ

らずか し』 『涙 あらず ば恋 あら じ』 花 は い なみ ぬ うつ み きて 『わが 世 の 憂 い さもあれや と

は に喜 び 尽きず とも 恋なき星 をなに か せ む』 4 3+ と記す｡ 地上 の 花が 泣 い て い る の を見た夜

空の 星が
､ 永遠 に喜 び の 尽きな い 天 に登 る よう誘 うと､ 花 は 天上 に涙が な い の で あれば恋もな

い の だ ろうか ら ､ そ れな らば地上に残 る方が 良い と星 の誘 い を断 る の で ある ｡ 天上 の 星 と ､ 地

上 の 花が結び付 けられて お り
､
地上 の 花 と恋が さらに結び付けられて い る こ とが 分か る ｡ ま た

､

晩翠は ｢ 造化妙 工+ に お い て ､
｢ 星地 に落ちてそ の あ した 谷間の ゆりの 咲く見れ ば 露影消 え

てそ の ゆふ べ 琴上 の 雲 の 湧く 見れ ば - - お の が 姿に あこ がれ し 花 となり しも ある もの を

清き乙女の むく ろ より な どか董咲 か ざらむ4 4+ と歌う｡ 地に星が 落ち ると､ そ こか らは 百合の

花 が咲き ､ 清らか な乙女 の むく ろか らは ､ 董が 咲く とす る ､ 土井晩翠 の この 作品は､ 後年の 夏

目淑石 の 『夢十夜』 の
一

夜日 の ､ 女性が 埋 められ て い る星の 被片で 出来た墓 か ら ､ 1 0 0 年後 に

百合の 花が 咲き ､ そ の 瞬間空に 暁の 星が
一

つ 瞬く場 面をも防備する 4 5 ｡ 淑石 の 作品に おい て ､

天 に召され た愛 しい 女性 と星 と花とが 一 体化 して描写され て い るが ､ 明治 3 0 年代 の 浪漫主義

で開花 した シ ン ボリ ズ ム の 系譜 に連な っ て い るの で はない か ｡

つ ま り ､ 花とは芸術で あり同時に芸術家の 芸術創造を喚起す る ｢ 女悼+ をも意味して い る の

で ある｡ そ う考えれ ば､ 『明星』 の 表紙絵に描かれた女性像が ､ なぜ 百合の 花 を身に纏 っ て い る

の か
､ 『明星』 で 白百合の 挿図が盛 ん に描かれ たの か ､ 『明星』 の 中で白百合 や董 の花が ､ 異性

に対する ｢ 愛+ を意味す る歌語 と して用 い られたの か 理解しえる ｡

｢董+ も ｢ 白百合+ も西洋 にお い て
一

義的 には ､ 純潔を象徴する花 で ある ｡ 『明星』 にお い

て ､ 白百合 と董 に よ っ て 愛を象徴 したの は ､ 肉欲 に基づ か ない ､ 精神 的な向上 を伴う ｢愛+ す

なわちプ ラ トニ ッ ク ･ ラブと い う概念 を象徴す るた めで あ っ た の で は ない か ｡ 西洋文化 の 摂取

に ともな っ て ､ ｢ 愛+ の 概念 の 形成が行 われたと い う ことは ､ 文学研 究にお い て 指摘され て い る

所 で ある46 ｡ 明治期の 文学者に と っ て ､ 欧化 に ともな っ て摂取 した ｢ 愛+
-

肉体性 を持たず ､

精神的な向上を伴う ｢愛+ で ある ｢ プ ラ ト ニ ッ ク ･ ラブ+ - の 概念 は革新的 なも の で あ っ た｡

女性 - の愛を措く行為こ そ が芸術で あり ､ 女性 は地上の 星と して の 花 なの で あると彼等 は考 え

たの では ない か ｡ 花とはイ コ ー ル ｢ 愛+ の 対象と して の 女性 で あり ､ 男性は 女性 - の 愛 を通 し

て芸術世界 へ と飛押しえる の で ある｡ 芸術家たちは ､ 愛の 対象と して の 女性像に よ っ て ､ 芸術

を象徴化 したの で ある ｡

『文学界』 と ｢ プラ トニ ッ ク ･ ラブ+
一

明治 の 青年た ちが ､ ｢ プ ラ ト ニ ッ ク ･

ラ ブ+ とい う概念 を熱狂 し つ つ 受容 し､ 女性 - の 思慕

と芸術の 達成を重 ねあわせ て い たとい う こ とを顕著に示す の は ､ 『明星』に先立 っ 前期浪漫主義

『文畢界』 の ダン テ の受容 で あり4 7 ､ ダ ン テ の愛 した乙女 ベ ア トリ ー チ ェ - の 憧れで ある｡ 『文

学界』 の ダン テ受容 を評 して ､ 矢野峰人氏は ､ ｢ ベ ア トリ
ー

チ ェ に対 するダ ンテ の
-

筋の 恋 は ､

単に 『文畢界』 の 同人と言 わずに ､
一

般に 当時の 青年 を煽り立て ､ そ の 深 い 共感を呼ん だと思
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われ る｡ こ の 事は ､ 『神 曲』 が ､ 芸術的 ･ 宗教的方面 より ､ む しろ彼等の 新女性観 ･ 新恋愛観育

成の うえ に ､ 恰 も西欧にお ける マ リア崇拝の 如く ､ 深甚な影響 を与えた る事 を想像せ しめ る4 8 ｡ +

と述 べ て い る｡ 北村透谷 を筆頭 に ､ 『文畢界』 の 同人 の 作品に は ､
ベ ア トリ ー

チ ェ に類 した女性

が登場す るが 49 ､ ダ ン テ の ベ ア トリ ー

チ ェ - の 肉体性 を伴わない 精神 的な思慕は ､
｢ プ ラ ト

ー 主

義の 恋愛+ の 最もた るもの と して ､ 『文畢界』の 同人た ちに絶大 な影響力を持 っ て い た の で ある

5 0
0

｢ 永遠 の女性+ と白百合

『文筆界』 にお い て ､ 白百合は ､ 特別な象徴性 を担い用 い られた ｡

『文畢界』 の 同人平 田禿木が ､ 大正 5 年 に上田敏との 思 い 出を語 っ た ｢柳村君を思う+ に お

い て ､ ｢ 高等学校に入 れられて か ら間もない こ ろ ､

-

と夏産の 湖畔で開かれ た夏期講習会 - 出か

け､ 半ばで病を得て帰 っ て来 られたことが あつ たそ うだが ､ 山駕篭に病の 身を揺 られ なが ら ､

谷影 の 曝布 にそ の 花 び らの ゆる ゝ 旦亘金型姿を見て ､ 山路を独り都 - 急い だ こ の 初旅 は ､ 何う

して も忘れ難 い と ､ こ の 事は幾度か手祇 にも書かれ ､ 談話 にも上 つ た の で あつ た｡ ヴィ タ
-

･

ヌ オ
ー

ヴァ
- ともい ふ べ き新しき生の 開かれ て ､ 文芸と いふ もの に

一 生を捧げようとの 決意を

心 の 奥底 に 閃い たの も､
こ の 頃 の こ とで はなか つ たろうか と思はれ る5 1 0 + ( 下線筆者) と記 し

て い る . 上 田敏 が平 田禿木に送 っ た書簡の 文面か ら､ 上田敏が ､
文芸に 一 生を捧げようと決意

をしたそ の 場所が ､ 谷影 の港布 に白百合の 花び らが ゆれ る場所 で あっ たと い うこ とが分 る｡ す

なわち
､
白百合を芸術の 世界を開くもの の象徴と して ､ 『文畢界』の 同人は共有 して い たと考え

られ る の で ある ｡ こ の 白百合 は ､ 笹淵友
一

氏が 指摘 して い るように ､ 旧約 聖書 の雅歌 との 関連

が ある と考えられる5 2 ｡ だが ､ こ こ で禿木が 文芸 の世界 - の船 出を､ ヴィ タ - ･ ヌ オ ー ヴァ -

すなわちダン テ の 『新生』
.
に比 して い る こ とにも注目せねばならない と筆者は考える o

上 田敏 は 『神 曲』 の 翻訳を行 い ､ そこで ､ ベ ア トリ ー チ ェ の 登場の 場面を次の よう に翻訳 し

て い る ｡

｢衆啓 を相和 して
一

昔に『ふく なる哉､ 来れ る者』B e n e di c t u s , q u i v e n i s ( 馬太伝ニ
ー

の 九)

『手 に満 つ す ばか り の 百合たま - 』 M a n ib ll S 0 d a t e lili a p l e n i s ( ｢ ア エ ネイ ス+ 六 歌八八 三)

と歌う｡ われ は屡々 見たり ､ 朝ぼらけ､ 東は そうび の 色 ､ 西天静例 の影涼 しき 日 の 面 ､ 朝霧の

幕に和らぎ､ 永く 眼の 之眺む るを｡ 之を同 じく天 人の 手 より投げられ ､ うちそ とに散らばふ る

花雲の 胸 より ､ 僻擾にほ はせ たる 白百合より伯かい やり ､ 燃え立 っ 束の 衣 の う - 緑裡の 女 こ そ

現れたれ5 3 ｡ +

そ して ､ 上 田は 更に ､
｢ ダン テ ･ ア リギ ェ リ+ にお い て ｢ ベ ア トリチ ェ は千 二 百九 十年六月

芳齢二 十四 才百合 の 花の さか り に逝きぬ5 4 ｡ + と して ､ 白百合に よ っ て ､ ベ ア トリ
ー

チ ェ を象徴

して い る｡

『文畢界』 の 同人 にと っ て ､ 白百合とは ベ ア トリ
ー

チ ェ の 象徴でもあ っ たの で ある｡ ベ ア ト

リ ー

チ ェ は､ ダンテ を芸術の 世界 - と導く女性で あり ､ こう した女性像を西洋の ロ マ ン主義に

お い て ､ ｢ 永遠の 女性+ と呼ぶ 5 5 ｡

戸川 秋骨は ｢ 伊太利盛時 の 文学+ にお い て ､ ｢伊太利文学の 暁星 ､ 近世思潮の 暁光なる此 の

清新な る生命の 菅が ､ う ら若き女性 を通 して響き し事 ､ こ こ に多少の 意義なか らんや5 6 + と し

-
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て
､
恋愛の 対象で ある 乙女に よ っ て ､ 男性 は芸術世界 - と導かれ る の だと考えて い る こ とが 分

る｡

こ の ような理解が 『文畢界』 に留ま る もの で はなか っ た こ とを､ 『日本評論』 に お け る無署

名 に よる ｢ 三 大家理想婦人+ と題す る記事 か ら知 る こ とが 出来 る｡ そ の 記事 とは次 の ようなも

の で あ る ｡

｢ 古来文学美術の 至高鮪な るもの を見 るに ､ 文学者及美術家の 心 理 に感 し哀情二発す る者 の

凝 っ て是等と成 り しは非 り無 し善良なり婦人 の 至高至美なる性 質を描く 二 是 は殊に 其れ然 る を

見る なり ､ 而 して諸大美術家及 ひ詩人等が女子 を理想の 目的とす る に至 て は抑も亦故無きに 非

ざるが 如 し+ ､ ｢ 汝 の 光無 時は我楽園も楽しか らず汝 ハ 我生命なり ､ 我本体な り ､ 我 ハ 懲 の名 を

しらざり し前より汝を愛 したり と｡ 此く ダ ンテ は ビ ー トリ ー

ス に導か れて 至 高至 大なる美と 異

理 を発見 したり5 7 ｡ +

ベ ア トリ ー チ ェ に代表され る理想 の女性 が ､ 芸術と同列 の 存在と して扱われ てお り ､ そ して

偉大な男性 を導く 存在と して 理解が され て い る こ とが分か る ｡

以上の よう に ､ 『文畢界』 に お い ても ､ 白百合は芸術を象徴す るもの だ っ た の で ある0

『文畢界』 の 同人 と白馬会 の 画家との 間で の 影響関係 に つ い て ､ 現時点 で は充分 に論 じる用

意は ない の だが ､ 和 田英作と島崎藤村は明治 学院の 同窓生 で あり ､ そ の 縁か ら和 田は藤村の 作

品の 装丁 を多数手掛けて い る｡ また ､ 上 田敏 は 明治 3 3 年 1 1 月 の 『明星』 にお い て ､ 与謝野鉄

幹と共 に ｢ 白馬会画評+ を行 っ て い る｡ 明治 3 5 年に ､ 上 田の 発刊 した 『芸苑』 の 表紙 は ､ 藤

島武 二 に よ っ て 装丁 され て い る ｡

『文筆界』 の 事例 は ､ キリ ス ト教者の 青年の 間で ､ 白百合がプラ ト ニ ッ ク ･

ラ ブを象徴す る

も の と して受け止 められ て い た可能性 を示すもの で ある. 明治 2 9 年 に ､ 久米桂 一 郎が雑誌 『白

百合』 の 装丁 を手掛けた時 ､ そ う した文学者との 影響関係 が あ っ た の か否 か に つ い て は ､ 現時

点で は筆者は 明らか にす る こ とが 出来 ない ｡ も っ とも､ 平 田に よ る上 田敏 の 回想文は ､ 大正 5

年時の も の で あり ､ 明治 20 年代の 『文筆界』 で 白百合は ､ 目立 っ て用 い られ て い な い ｡ 白百

合が 多出す るように なる の は ､ 『明星』にお い て で ある｡ 挿図を手掛 けた画家の影 響と解釈す る

可能性も あろう5 8 ｡

こ こ で少なくとも言 い う る こ とは ､ 西洋 か ら帰国 した画家に よ っ て ､ 白百合が 視覚表象と し

て描かれた時､ 白百合の象徴性 が広範に 波及 しえたと いう こ とで ある 0

Ⅳ . 画家と文学者の 相互 交流

画家と ｢ 愛+ の概念

日本 の 近代化に伴 っ て ､ 西洋 では当然とされて い る ような抽象概念( 例えば こ こ で は ｢ 恋愛+)

が受容され ､ それが日本で定着 し形成されて いく過程を考察した研 究の 多く は ､ 文学テ ク ス ト

を対象と してきた｡

近代文学にお い て ､ ｢ 恋愛+ とい う新 しい概念が受容され形成され たとい う こ とは ､ もはや 定

説で あろうが ､ 同時期 に ､ 文学者と同 じく ､ 新 しい 芸術を創造 しようと し､ 雑誌や書籍の 挿図

を描く こ とで由与 した ､ 画家に つ い て の 検討は ､ 従来軽視されて きた よう に思う ｡ 書籍や雑誌

の挿図や装丁が 行われ た思想的な背景を問う場合､ 文学者の 思想に つ い て の 検討が 中心 となり ､
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画家の 側 の イデ オ ロ ギ ー に つ い て の 考察は十分 に行わ れ て い な い5 9 o

画家は単 に ､ 文学者 の要求に応 え職人 的に仕事 をして い た訳で は なく ､ 画家の側 もまた 自身

の 思想 ､ 端的に言えば彼等の ｢ 芸術観+ に基づ き ､ そ の 仕事を行 っ て い た ｡ 結論を先 に述 べ る

なら､ 画家た ちもまた ､ ｢ 愛+ を措か なけれ ばならない主題 の 最もた るもの だと考えて い た の で

ある｡

黒 田清輝 は ､ 明治 2 9 年 に ｢ 美術学校 と西洋画+ の 中で ｢歴史画を課題 とすれ ばとて
､ 何 も

歴史画 を重ん じて の 訳で は ない
､ 仮令ば智識とか ､ 愛 とか 云ふ様 な無形的 な画題 を捉 - て ､ 充

分の 想像 を筆端 に走らす る如き は無論 高尚なこ となれ ど､ 二 三年や っ た位で は出来そ うにもな

い
､ それ よ りは歴史画 を将 っ て ､ 其課題とす るの が至 極稽 古中に適す ると思ひます6 0+ と述 べ

て い る｡ こ の 言説か ら､ 黒田が構想画と して措く べ き画題 と して ､ 抽象的な概念 の 内 ､ ｢ 智識+

と ｢ 愛+ を具体例 と して特 に挙げて い る こ とが分か る｡

久米桂
一

郎は ､ 黒 田清輝の 僚友で ､ 白馬会の 主要メ ン バ ー

で あり ､ 東京美術学校教授 を勤め

たo 久米は ､ 才筆に優れ ､ 裸体画論争時 には裸体画養護論 を展 開 し､ 黒 田清輝 の 芸術活動 を文

筆に よ っ て 理論的に援護 した｡ また ､ イ ポリ ッ ト テ -

ヌ の 1 8 6 5 年か ら 6 9 年 にか けて出版さ

れ た『芸術哲学』( P h
'

1 o s o p A l
'

e d e l
'

a r t) の 翻訳 に代表され る ように ､ 日本の 芸術界 に西洋 の 新

知識 を導入 した｡

久米は ､ 明治 2 8 年に ､ ｢裸体は美術の 基礎+ で ､ ｢ 肉鰻の 線画彫刻の 基本となる は猶男女 の

愛情が詩歌 の基本とな るに同 じ ､ 愛情は人 の感情の 最も神聖 なるもの なり ､ これ を貝武しこれ を

歌ふ とて指呼 しも嫌ふ べ きに あらず ｡ 然 るに此情の 結果は人 の 最も言ふ を蓋ずる行為に導くも

の と推論 して ､ 優雅なる詩歌を諦する を排斥するならば ､ 人は これを無用の 邪推と して笑ふ な

る べ し6 1+ と述 べ て い る｡

久米 は ､ 明治 3 6 年に ､ 『美術新報』 誌上で ｢テ エ ヌ 氏美術哲学+ と して ､ テ
-

ヌ の 著作の 翻

訳 を行 い
､ 美術表現が 国や文化 ､ 時代に よ っ て異なる ことを､ 気候と風土 ､ そ して社会制度と

の 関連か ら論 じた｡ そこ で ､ 筆者は次の 文章に注目する｡

｢所謂産±旦 地 変愛に して ､ 婚姻に導く べ き沈着正当 の 愛情を措い て ､ 其の 範囲外な

る錯乱 し幻惑せ る懸愛を重んず｡ (檀) そ の 極婦女を男子と等 しき 肉体的生物と見倣さず して
一

種の 神霊と為 し､ 之を敬愛し奉仕する の は男子に取 り過分 の 幸栄と思 へ り ｡ 人類の 愛情は敬天

の 情に比 し､ 直ちに神霊の 愛 に導く もの とな し､ 詩人は其情人 に神威 を借想 して ､ 天 空の 最も

霊 なる虞 ､ 幽玄な る神座 に 己 を誘は ん こ とを祈願せ り6ヨ. + ( 下線筆者)

久米は 武士的又神秘的恋愛 と訳 して い る が ､
お そらく騎士道恋愛の こ とを指 して い るの だと

思われ る｡ テ
-

ヌ は ､ こ う した ｢ 恋愛+ を､ 賞揚す べ きもの だとまで は述 べ て い ない の だが
､

男女の ｢恋愛+ もまた ､ 社会や文化そ して歴史によ っ て変化する もの で あり ､ 中で も騎 士道的

恋愛を､ ヨ ー

ロ ッ パ中世 にお ける文化的な現象と して ､ テ - ヌ の 著作を通 して ､ 久米 が認識 し

て い たと い うこ とは重要で あろう｡

黒 田清輝 の 代表作《昔語 り》( 図 7 ) は ､ 平家物語の 男女の 恋 の 物語 に主題 した もの で ある ｡

三輪英夫氏は ､ 《昔語 り》に見られ る
､
男女が 手 を結び寄り添 っ て い る姿に よ っ て恋愛の 主題 を

示すと い うこ とは ､ それ以前の 日本洋画 に殆 ど見られず､ 裸体画が挑発的なの と同 じく充分 に

挑発 的で あ っ たと述 べ る6 3 ｡

-

8 7
-



日本 は近代化 に際 して ､ 西洋的な知の 獲得 を目指 したこ とは周知 の 事で あろう ｡ それは ､ 所

謂 ｢ 知識+ だけで は なく ､

｢ ) L 性+ の 欧化をも含ん で い た o 黒 田や久 米とい っ た､ 新 しい美術制

度を作り 出そうと した 白馬会 の 若 い 画家たちは ､ ｢愛+ の 概念を文化 の 根幹な るも の と考え移植

す る こ とに使命観を抱い て い た とい う こ とを､ 以上の 言説 は示 して い る ｡

藤島武 こ と 『明星』

藤 島武 二 は
､
白馬会 の 画家で あり ､ 黒 田清輝 の 高弟で あり ､ 東京美術学校 の 教授 を勤 め ､ 近

代期 にお い て
､
日本洋画 の確 立 に 尽力 した ｡

藤島は ､ 『明星』 の 表紙 ､ 挿図を多数手掛けて い る｡ 明治 3 4 年 2 月 の 『明星』 第 11 号の 表

紙絵 (図 8 ) は ､ 藤島に よるも の で あり ､ 髪に 白百合の花 を飾 っ たミ ュ シ ヤ 風 の 女性 を描い た ｡

『明星』 の 創刊 は明治 3 3 年 4 月で あるか ら ､ 白馬会の 方が 白百合 を先行 して用 い て い た こ と

にな る｡

また ､ 『明星』 は ､ 明治 3 5 年 6 月 に ､ 突然 『白百合』 と改題す る ｡ 社告に よ る と ､ 新文芸 の

趣 味を鼓舞 しさらに拡車 ､ 実行す るため ､ 新 しく白百合を創刊す る とある . 『白百合』 は ､ 1 号

発刊 された の みで ､ 旧名 『明星』 に 戻 して い るが ､ 輝か しい星 明星 よりも ､
一

層新 しい 文芸を

象徴す るもの と して ｢白百合+ を採択 した こ と を示す事例で ある ｡

こ の よう に ､ 画家と文学者は相互 に交流 し ､ 共 に白百合を芸術の 象徴と して用 い たの で ある ｡

『み だれ髪』 と藤島武 ニ

明治 3 4 年 に出版され た ､ 与謝野晶子 の 『み だれ髪』の 装丁 は ､ 藤島武 二 に よ るもの で ある ｡

『み だれ髪』 の 表紙 ( 図 9 ) は ､ ハ
ー ト型 の 枠の 中に ､ ゆ っ たり と渦巻く長 い 髪を持 つ 女性

の横顔 が収 め られて お り
､ そ の ハ

ー トをキ ュ ー ピ ッ ドの 矢が射抜き ､ 矢 の根 元か ら花が咲き出

ると い うも の で ある ｡ 女性 の 髪 ､ 矢か ら吹き出すよう に彩られた花 ､ みだれ髪と い うタイ トル
､

全て が流麗な曲線か らなり ､ ア
ー

ル ･ ヌ
ー ボ ー

調 の デザイ ン とな っ て い る .

こ の 詩集の 冒頭 に は ｢ こ の 書の体裁 は悉く藤島武 二先生の 意匠 に成れり 表紙重み だれ髪の

輪郭は恋愛の 矢の ハ ー トを射た るに て矢の根 より吹き出たる花 は詩 を意味せ る なり6 4 ｡ + とある ｡

こ の 言説か ら､ ｢ 花+ は イ コ ー ル ｢ 詩+ で ある こ とが分 る｡ つ まり ｢ 花+ は ｢ 芸術+ を象徴 して

い るの で あり ､ 恋愛を象徴する矢と ハ
ー ト型 の モ チ ー フ

､ そ して女性 と花とを 一 体化 して措い

たの で ある｡

『みだれ髪』 の 発刊 は ､ 明治 3 4 年 8 月 で あるが ､ 明治 3 4 年 7 月 の 『明星』 の社告 で は､ ｢ 女

史の 詩集 『み だれ髪』 は本 二十 日 を以て 発行致すべ く候 - - -

o 体裁 は小生 の 『紫』 と同
-

の 体

裁 に成り ､ そ れ に藤島氏 の 挿図を得て ､ 桃色 の リボ ン を以て綴 ぢ申す べ く候+ とある｡ とこ ろ

が翌月 の 『明星』 第 1 4 号に は ｢ 印刷製本 の 都合上聯 か予定の 発行期 日 を変更致 し候 o 製本の

体裁も亦意匠を変更致 し候 た め ､ 小生の 『紫』 な ど遠く及ば ざるも の と相成 り候 は ､ 出版物の

-

進歩と存ぜ られ候+ とあり､ 発行 日が
一

月 遅れ ､ 体裁もかねて か ら予定され て い たもの と大

幅に変更 した こ とが分る6 5 . なぜ ､
一 月 とい う短期間で ､ 大幅に装丁が 変更され る こ とに な っ

たの か ｡ こ れは ､ 画家藤島の 意向によ るも の だと考えられ る ｡ 装丁に つ い て は素人 で ある ､ 与

謝野鉄幹､ 与謝野晶子等は､ 桃色 の リボ ン で綴 じる とい う単純なデザイ ン 以上 の も の を ､ 考案

-
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す る こ とは 出来なか っ た｡ しか し ､ 画家藤島は ､ 鉄幹や 晶子 の希望 した装丁 で は充分 で はな い

と考え ､ より凝 っ た構想 を行 っ た の で は ない か ｡ ｢ 詩+ を象徴す る ､ 矢の根 か ら吹き出る花の 図

案は ､ 藤島の 考案に よ ると推察され る｡ 明治 3 3 年 3 月 の 『明星』第 1 5 号の 社告に 『み だ れ髪』

の 宣伝文が 見られ るが ､ そ こ で ｢構想 に格調に変幻百 出 して ､ 独創 の 奇才優 に新詩壇 の
一

生面

を開き ､ 之 に盛 る紅恨紫意炎 々 襖悩の 熱情を以て するもの は ､ 我が鳳女史 の 歌に あらずや o 我

が藤島先生の 董又最も進歩せ る独待 の 筆致 を以て ､ 最も清心 なる特徴の 趣味を発揮せ らる6 6 ｡ +

とあり ､ 鉄幹と晶子が 画家藤島に深 い敬意 を示 し､ そ してそ の絵 の 清新さに感銘 して い る様 が

分か る｡

白馬 会の 画家に よ る書籍や雑誌 の 装丁 の 事例 は ､ 画家と文学者が相互 に影響 しあい ､ 新 しい

｢ 芸術+ を創造 しようと した こ とを顕著に示 して い るの で ある ｡

そ して
､ そ の 芸術とは ､ 女性 - の プラ トニ ッ クな ｢ 愛+ に よ っ て達成され るもの で あり ､

｢ 愛+

の概念 こ そ が芸術の根幹を成すと彼等 は考えた の である ｡

Ⅴ . 結論

本論 は ､ 白百合と董 の象徴性 の 受容とい う観点に よ っ て ､ 明治とい う時代の ｢ 心性+ の 一 片

を辿 る こ と を試みるもの で あっ た ｡

明治期の 芸術家たち は ､ 西洋文化の 根幹を成すもの と して ､ ｢ 愛+ とい う概念 を受 け止 め ､

それを日本の 文芸上 に移植する こ とに使命観を抱い て い た｡ そ して ､ その ｢愛+ の 概念の 象徴

と して ､ 西洋で純潔を象徴する花､ 白百合と董を選ぶの で ある ｡ 新しい概念が ､ 白百合と董 の

花と して ､ 視覚表象と して い わば立 ち現れた時､ 人 々 の 心に深 い影響を与え､ 広く波及 しえた｡

普遍 的な価値観は存在せ ず ､ 当たり前の よう に存在する物も ､ その 価値を常に変えて い る ｡

白百合も董も ､ 今日の 私たちにと っ て ､ とりたてて珍 しい花では ない し､ そ こ に ｢ 愛+ を見出

す ことは 最早難 しい ｡ だが ､ 表象と して の 花々 の 小さな噴き は ､ 明治とい う時代に誕生 した新

しい 心性 - と我 々 を導く｡
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ラ ス キ ン の こ の 言説 は ､
プラ ム ･ ダイク ス トラ前掲書､ 4 3 ペ ー ジで既に指摘されて い る｡

5 J u l e s M i ch el et , L a f e m m e , P a ri s , L . H a c h e tt e , 1 8 6 0( ジ ュ
ー

ル ･ ミ シ ュ レ 『女』大野
一
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藤原書店､ 1 9 9 1(平成 3) 年 ､ 1 0 3
･
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･

4 4 ペ
ー
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6 ジ ュ ー ル ･

ミ シ ュ レ前掲書､ 9 5 ペ
ー

ジ｡ こ の言説は ､ プ ラム ･ ダイ ク ス トラ前掲書3 8 ペ ー

ジ で既 に指摘 されて い る｡
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3 9 ペ
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,
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9 ア ラ ン ･ コ ル パ ン 前掲書 ､ .2 4 3 ･ 2 6 3 ペ ー

ジ｡
1 0 明治期 に西 洋か ら花 の 象徴性 を如何 に受容 した の か に つ い て検討 した先 行研 究は以下の も
の が あるo 白百合 の象徴性 に つ い て ､ 植物学者塚谷裕 一

氏 は
､ 『淑石 の 白く な い 白百合』( 文芸

春秋社 ､
1 9 9 3(平成 5) 午)

･

で ､ 日本本州 に白百 合が 自生 して い なか っ た た め
､ 淑 石 の 作品 で ､

白百合と称 されて い る花 臥 実 は白く なか っ たと いう こ とを指摘 して い る｡ 近年 で は ､ 富岡悦
子氏に よる 口頭 報告 ｢ イデア と して の ユ リ ､ ミメ - シ ス と して の ユ リ+ ( ｢ 日本比 較文学会+ 第
4 0 会記念東京 大会 o 2 0 02 年 1 0 月) が行 われて お り ､ こ の報告 は ドイ ツ 文学上 で の 百 合と日本
近代文学上で の 百合 の 比 較 を試 み るも の で あ っ た ｡ 以上 の 研究で

､ 初期 の 事例 と して 挙げられ
た作例は ､ 明治 3 0 年代 半ばか ら後半 の もの が主で ある ｡ 筆者 が本論 で指摘す る 『文畢界』 の
同人上 田敏 の 言説や ､ 盛 文堂の 雑誌 『白百合』 は ､ 明治 2 0 年代 の も の で あり ､ 従来の 研究が
指摘 して い る作例 よ りも遡 る o また ､ 日本 が 明治期 に欧化す る過程 で

､
西 洋 の 市民道徳 の 規範

で ある純潔とい う概念を受容 した こ とに よ っ て ､ 白百合 を美 しい 花 と して 理解 しえたとい う観
点が ､ 先行研究で は欠如 して い る｡ 更に ､ 先行研究で は ､ 視覚表象の 検討は 皆無で あると言 っ
て も良い ｡ 象徴 を受容する に際 して ､ 視覚表象は 多大 なる影響を及 ぼ して い る以上､ 考察の 対
象と して外す ことは 出来 ない と考え ､ 既 に筆者は ､ 白百合の 象徴性 の 受容 を 『明治国民国家に
おける ｢規範的女性像+ の形成

-

白百合の 象徴性 の受容の
一

側 面』( 千葉大学大学院文学研 究
科､ 修 士論文 ､ 2 0 0 0(平成 1 2)午) で ､ 言説 と視覚表象の 双方か ら考察を行 っ た ｡ また ､ 番彼の
象徴性 の 受容 に つ い て は ､ 張競氏 に よ る ｢恋 の 心象と して の 番蕨 佐藤春夫の 訳詩 ｢番頼っ め
ば+ をめ ぐ っ て+ ( 『近代日本 の 翻訳文化』 中央公論社､ 1 9 9 4(平成 6) 午) が あり ､ 張氏は ､ 日
本 にお い て元来蕃葎は 特別 な心象を表す花 で は なか っ た が ､ 近代 に 至 り西洋か ら恋の 心象と し
て ､ 番確を用 い ると い う こ と を受容 し､ 詩語 と して の 番蕨は 背後 に ある西洋 - の 憧れ に誘発 さ
れ取 り入れ られた と述 べ る｡
l l 『万葉集』 に登場す る 百合の 歌語と して の 用法は ､ 序詞 ある い は枕詞で あり ､ 二 つ に大別 で
き る｡

一

つ は ､ 百合 の 花が ｢ 咲む ( ゑむ)+ ､ 開く こ とにか けて ､ 人が微笑む こ との 比 喰で あり
｢笑み+ ｢笑む+ な どの 序詞 とな っ て い る もの で あ る. もう

一

つ は ｢ 後 ( ゆ り) + と い う語 を起
こす ､ 同音の 序詞 か枕詞 と して の 用法で ある (稲岡耕 二 ､ 橋本 達夫 『万葉の 歌 こ とば辞典』 有
斐閣選書､ 昭和 5 7(1 9 8 2)年 ､ 3 5 6 ペ ー ジ) 0
12 小村昭雲 『原 色万葉植物図鑑』 桜楓社､ 1 9 6 8 ( 昭和 4 3) 年 ､ 4 4 0

-

4 41 ペ ー ジ
D

1 3 玉上琢爾 『源氏物語評 釈 第 2 巻』 角川書店､ 1 9 68(昭和 4 3)年､ 6 1 3 ペ ー ジ
｡

1 4 小町谷 照彦 ｢ 物語 はなぜ 和歌をそ して 歌謡 を抱い て い る の か+ 『国文学解釈 と鑑賞』第4 6 巻
5 号 ､ 至文堂 ､ 1 9 8 1( 昭和)5 6 年 ､ 5 6 -

6 2 ペ
ー ジ｡

1 5 小嶋菜温子 ｢ 光源 氏 の 身体と性+ 『王 朝の性 と身体
一

逸脱す る物語』 星雲社こ 1 9 9 6(平成
8)年 ｡
1 6 鈴木保昭 『すみれ の 花 の 歌 -

ひ とつ の 文学鑑賞』 専修大学出版局 ､ 1 9 9 0 ( 平成 2) 年 ｡ 鈴
木氏は､ 洋の 束西 を問わず董 の 花の 登場する文学作品を取り上げ鑑 賞す る こ と を目的と して 本
書を執筆 して い るが ､ 日本 の 近代化 と西洋文化 の 受容とい う問題設 定は成されて い ない ｡
1 7 相模は ､ 9 9 4 年頃出生 10 6 1 頃没 の 歌人で ある｡ 『小倉百人

一

首』 の 作者で ､ 中古三 十六 歌仙
の

一

人で ある ( 大曽根 章介 『日本古典文学事典』 明治書院 ､ 1 9 9 8(平成 1 0)年 ､ 5 0 8 ペ ー ジ) 0
18 鈴木保昭前掲書 ､ 3 8 - 4 0 ぺ

- ジ
｡

19 高村光太郎｢ フ ラ ン ス か ら帰 っ て+ 『文章世界』1 9 1 0(明治 4 3)年 3 月 (『高村光太郎全集 第
四巻』 に所収 ､ 筑摩書房 ､ 1 9 9 5(平成 7)年､ 1 7 ペ ー ジ) 0
2 0 ｢ 国華+ 『国華』 1 号 ､ 国華社 ､

1 8 8 9(明治 2 2)年 1 0 月 ､ 1 ペ
ー

ジ ｡
2 1 ｢ 緒言+ 『美術園』1 号 ､ 天秀社､ 1 8 8 8(明治 2 1)年 2 月 ､ 1

-

4 ペ
ー

ジ ｡
2 2
･ 美術を花に誓える言説 は ､ お そらく江戸期 の 文人趣 味に由来 して い る の で は な い か と考えら
れ る｡ 大童幹雄氏が 『月瀬幻影』(中央公 論新社､ 2 0 0 2(平成 1 2)午) で指摘 して い る よう に ､

江戸期の 文人は ､ 好み の 植物 を集めた庭を作り上げ ､ そ こ を芸苑と した｡ そ こ に植えられた植
物 は ､ 松 ､ 竹 ､ 梅､ 桃 ､･ 菊 ､ 蓮 とい っ た ､ 漢詩 に詠 われた植物 で あ っ た｡
2 3 西洋で は白百合は純潔を ､ 赤い 果実は官能性を象徴するが ､

グミも官能 の 赤 い 実と考 えられ
る｡ 少女は ､ 白百合の 精神性 と赤 い果実 の 官能の 挟間で ､ グミ の 実 の 方に手 を伸ば して い る ｡

-
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1 9 世紀後半 ､ 英仏 の 画壇で は ､ 誘惑の 危機に ある少女像が多数措かれた ｡ 作例と して ､ イ ギリ
ス の 画家ミ レ

ー の 《悪徳と美徳》( 1 8 5 3) をあげる事がで きる ｡ また ､ 西洋で は女性 の 純潔の

喪失は ､ 寓意画の 主題 と して措かれてきた ｡ フ ラン ス で は十八 世紀の 画家では あるが グ ル ー ズ

の 《割れ た卵》 (1 7 5 6) を挙げる事が できる ｡ そう した寓意画の 伝統を黒 田も継承 して い る と

考えられ る｡ 少女 の ア ン バ ラン ス なポ ー ズ の 霊感源を ､ ドラク ロ ア の 《オ フ ェ -

リ ア の 死》
( 1 8 4 4) と特定 した ｡ 黒 田は ､ ドラク ロ ア に強い 関心 を持ち､ ｢ ドラク ロ ア+ ｢ ドラク ロ ア の 画
痩+ と い っ た評論 を書い て お り ､ そ の 中で ドラク ロ ア を同時代で は理解され なか っ た 不遇 の 画
家と捉 えて い た ｡ また黒 田清輝等 フ ラ ン ス 芸術の 移植者は ､ 白百合 を ｢ 芸術+ の 象徴 と して用
い て い た ｡ 『白百合』創刊号に寄稿された ､ 東京帝国大学数授 ミ シ ェ ル ･ ル ポ ン の 祝辞は ､ 黒田
等 『白百 合』 の 編集人 に ､ 乙 女が 無知なように仏文学に無知な 日本人を仏文学の花園 に導く よ
う鼓舞す る内容で あり

､
日本人が白 百合 の 花園を知らな い無知な乙女に誓唆され て い る｡ 《樹

蔭》 の少 女は精神性 を示す百合で はなく ､ 官能 の グミの 果実に 手を伸ばす こ とか ら､ 芸術 に対
して未 だ無知な 日本人を寓意 して い ると考えられる の で ある｡ 明治 3 1 年 5 月 ､ 黒田 の 裸体画
《智 ･ 感 ･ 情》 を掲載 した 理由で ､ 『美術評論』 は発禁とな っ た ｡ 黒 田が 《樹蔭》 を制作 し始め
た の は 直後 の 明治 3 1 年 6 月で あ る｡ 当時黒 田は ､ 裸体画を卑澱 と見 る 日本 の 文化状況 に不満
を抱い て い た と考えられ ､ 《樹蔭》に描かれ たオ フ ェ - リア の ように転落の 危機 に ある少女の身
体に よ っ て ､ 白百合に象徴され る西洋 の芸術に無理解な日本 の 文化状況を象徴させたの だと筆
者は解釈 した ( 拙論 ｢ 黒田清輝 の 《樹蔭》 につ い て の試論+ 『千葉大学大学院社会文化科学研 究
科プ ロ ジ ェ ク ト成果報告書 第4 3 集』 2 0 0 2 年) 0
2 4 中 田裕子 ｢藤島武 二 《天平の 面影》《譜音》 そ して 《蝶》 に表象された雅楽と西 洋音楽 ( そ
の 1) + 『石橋財団ブリヂ ス トン 美術館 久留米 ･

石橋美術館館報』 第3 1 号 ､
1 9 83 ( 昭和 5 8)

年 ､ 3 6
･

4 7 ペ
ー

ジ｡

2 5 黒 田清輝 ｢ 仏国四季の 追懐+ 『芸術』 19 2 3(大正 1 2)年 4 ･ 5 月 ( 黒 田清輝 『絵画 の 将来』 中
央公論美術出版社 ､ 1 9 8 3(昭和 5 8) 年 ､ 2 5 9 ペ

ー

ジ所収) 0
2 6 山梨絵 美子 ｢ 黒田清輝 と白百合 の モ チ ー フ+ 『視る』2 5 8 ､ 京都国立 近代美術館 ､

1 9 8 9(平成元)
年 o 山梨絵美子 ｢ 黒 田清輝 の 作品と西洋文学+ 『美術研究』3 4 9 ､ 1 9 9 1(平成三)午 .
2 7 『牧 歌』 の 第十歌は ､ 親友ガル ス の 失恋の 苦しみ を歌 っ たもの だが ､ そ こ で ､ ガル ス を慰 め
に来た ､ 森林の神 シ ル ウ ァ - ヌ ス は ､ ｢ 野の 花々 で額を飾り ､ 咲きにお う箇香 と ､ 丈高い 百合 を
動か しなが らや っ て 来た+ と描写されて い る｡ また ､ ア ミ ュ ンタ ス は ､ 肌の 色が 黒 い こ とか ら､

董 に誓えられて い る｡ 『農耕詩』 にお い て ､ 農夫が ､ 蜜蜂の ため に ､ 董や百合 の花壇 を作る と括
写 され て い る ( ウ ェ ル ギリウス 『農耕詩 ･ 牧歌』 河津千代訳､ 未 来社､ 1 9 8 1(昭和 5 6)午) 0
2 8 山梨絵美子前掲論文｡
2 9 A . W . A n d e r s o n

,
乃 e c o m 1

'

D g O f 地 e H o w e r s , N e w Y o r k , D o v e r P u bli c a ti o n s , 1 9 6 6 (A
.

ア ン

ダ ー

ソ ン 『花の 歴史』竹田雅子訳 ､ 八坂書房 ､ 1 9 9 8 ( 平成 1 0) 午) . A li c e M . C o a t s
,
E o w e T a n d

地 e l
'

r H l
'

s t w Y , L o n d o n , A d a m & C h a rl e s Bl a ck , 1 9 7 1(A
･ M ･ コ - ツ 『花の 西 洋史 < 草花篇 > 』

白幡節子 ､ 白幡洋 三郎訳 ､ 八坂書房 ､ 1 9 8 9(平成元)年 ､ 2 5 8 ペ ー ジ) .鈴木保昭前掲書､ 2 4 6 - 2 4 8

ペ ー

ジ｡

30 C e s a r e Rip a , Z c o n ol o gl a , P a d o v a , T o z zi , 1 6 1 8 , p . 3 8
. 『イ コ ノ ロ ギ ア』 とは ､ チ ユ

ー ザ レ .

リ ー バ に よる寓意擬人像 の 集成で ある｡ 初版は 1 5 9 3 年 で あり ､ 木版によ る挿絵が加 わ っ た の

は 16 0 3 年の 改訂版か らで ある｡ 以降芸術家達 は ､ 『イ コ ノ ロ ギア』 を参照に し､ 寓意の 典拠と

した ( E liz a b e t h M c G r a t h ,
"

C e s a r e Rip a
”

,
乃 e D 1

'

c b
'

o n a rJ
,
O f A z

･t
, N e w Y o r k , M a c m ill a n , v o1

2 6(1 9 9 6) , p p . 4 1 5
･

4 1 6 .) 0
3 1 次 の 雑誌と書籍に 図版が掲載され た｡ 『明星』 卯年第 1 0 号 ､ 東京新詩社 ､ 1 9 0 3( 明治 3 6) 午
l o 月 e 『白百合』 1 巻 1 1 号､ 東京純文詩社､ 1 9 0 4(明治 3 7) 年 9 月 o 白馬会絵画研究所編 『美
術講話』 嵩書房 ､ 1 9 0 1(明治 3 4) 年｡
3 2 与謝野鉄幹は ､ 明治 3 4 年 9 月 の 『明星』第1 5 号誌上 で ､ 『明星』 の 詩 へ の 悪評 に対 し､ ｢ 余

等の 悪詩が ､ 今の 高名なる批評家諸君 に由つ て ､ 星 ､ すみれ ､ 百合等を主題と して歌ふ に過ぎ

ずとの 高海に接 した ること
一

再 に止 まらず. (略) 顧ふ に余等の 趣 味は 狭陰なる べ し ､ 然れ ども
これ を産庵 ､ 景樹時代の 和歌 に比 せよ ､ 彼等が春くれ ば必 ず若菜､ 霞､ 梅､ 柳 ､ 桜を歌い ､ 秋
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され ば必 ず霧 ､ 鹿
､
七 夕､ 虫､

月
､ 萩､ 女郎草を歌ひ しに比 して ､ 余等 の 詩 の 財 を取 るに然 か

く 単純なるや｡ 余等 は百合 ､ す みれ ､ 星 を歌縁 ､ 如此ぎは在来歌人 の 詩材 に 入 らざり し所 ､ 諸
君 は余等 の 新趣 味を歌ふ を排斥す る は何等の 論 理 あるか ｡ + と反論す る ( 与謝野鉄幹 ｢ 文芸狙 上+
『明星』 第 1 5 号 ､ 東京新詩社 ､ 1 9 0 1(明治 3 4) 年 9 月 ､ 8 6 ･ 8 7 ペ ー ジ) ｡
3 3 馬場あき子 ･ 逸見久美 ｢ 対談 『新み だれ髪全釈』+ 『鉄幹と晶子』 4 号 ､ 和泉書院 ､ 1 9 9 8( 辛
成 1 0) 牢 ､ 9 4

-

9 6 ペ ー ジ ｡

3 4 董 の 花が 登場す る ､ 文学作品に つ い て は ､ 鈴木保昭前掲書を参考と して い る ｡
3 5 鈴木保 昭前掲書 ､ 2 5 ･ 2 6 ペ ー ジ

｡

3 6 W illi a m W o r d s w o r t h , 1y T l
'

c a l b a ll a d s , L o n d o n , J . & A . A r c h
,
1 7 9 8 ( 鈴木保明前掲書訳参照) .

3 7 新詩社同人 ｢ 大我小我+ 『明星』 第 7 号 ､ 東京新詩社 ､ 1 9 00(明治 3 3) 年 1 0 月 ､ 5 5 ペ
ー ジ

｡

3 8 鳥庵､ 月 晴 ｢ 秋 痩+ 『明星』 第 8 号 ､ 東京新詩社 ､ 1 9 0 0(明治 3 3) 年 1 1 月 ､ 2 9 ペ ー ジo
3 9 水落露 石 ｢ 星 の 歌+ 『明星』 第 7 号 ､ 東京新詩社､ 1 9 0 0( 明治 3 3)年 1 0 月 ､ 3 4 ペ

ー ジ
｡

4 0 与謝野晶子 『み だれ髪』 東京新詩社､
1 9 0 1 ( 明治 3 4) 年 ､ 1 2 9 ペ

ー

ジ｡
4 1 山川登美子 ｢新詩社詠草+ 『明星』 第3 号 ､ 東京新詩社､ 1 9 0 0(明治 3 3)年 6 月 ､ 1 3 ペ ー ジ ｡
42 土井晩翠 『天 地有情』 博文館 ､ 1 8 9 8(明治 3 2)午 (『近代文学体系 6 0 巻』 角川書店､ 1 9 7 2(昭
和 4 7)牛所収) ､ 6 ･

1 7 ペ
ー

ジ ｡
43 土井晩翠前掲書 ､ 3 9

･

4 0 ペ
ー

ジ ｡
4 4 土井晩翠前掲書 ､

4 1 ･ 42 ペ ー ジ
｡

4 5 江藤淳 『淑石 とそ の 時代 第
一

部』 新潮社 ､ 1 9 7 0(昭和 4 5)年 ｡ 大岡昇平 『文学にお ける虚 と
実』 講談社､ 1 9 7 6(昭和 5 1) 年 ｡ 木俣和史 ｢『そ れか ら』 の 白百合+ 『夏目淑石 反転す るテ ク ス
ト』 有精堂 ､ 1 9 9 0(平成 2)年 o 塚谷裕 一 前掲書 . 新関公子 『｢ 淑石 の 美術愛+ 推 理 ノ

ー ト』 平凡
社 ､ 1 9 9 8(平成 1 0) 年｡ 堀切 直人 『日本夢文学誌』 冥草舎､

1 9 7 9( 昭和 5 4)年 ｡
4 6 秋山駿 『恋愛の 発見』 小沢書店､ 1 9 8 7 (昭和 6 2) 年o 小倉敏彦 『赤 面と純情 - 逃 げる男 の
｢ 文学史+』 康済堂出版 ､ 2 0 0 2 ( 平成 1 4) 年｡ 柄谷行人 『日本近代 文学の 起渡』 講談社文芸文
庫 ､ 1 9 7 9 ( 昭和 5 4) 年 ｡ 佐伯順子 『｢ 色+ と ｢ 愛+ の 比 較文化史』 岩波書店 ､ 1 9 9 8 ( 平成 1 0)
年 ｡ 野 口武彦 『近代 日本 の 恋愛小説』 大阪書籍､ 1 9 8 7 ( 昭和 6 2) 年 ｡ 柳谷 章 『｢ 翻訳語+ 成
立事情』 岩波書店､ 1 9 8 2 ( 昭和 5 7) 年｡ なお､ ′J ､ 倉敏彦氏 には ､ 文献資料そ の 他､ 多く の御
助言 を頂 い た｡
47 日本で 『神 曲』 が読まれ る ようにな っ たの は ､ 明治 2 0 年代 か らであり ､ 当時の ダン テ 学者 は
イ タリア語 を読む こ とが 出来 なか っ たの で ､ ア メ リカ の - ン リ ー

･ ロ ン グフ ェ ロ ー

､ ある い は
イ ギ リ ス の フ ラ ン シ ス ･ ケアリ ー の 英訳 が用 い られ て い た｡ 『神 曲』の 漢語 を当て た の は森鴎外
で あり ､ 明治 2 4 年 に 『しが らみ草紙』 に ､ 『神 曲』 の 詩型テ ル ツ ァ ･ リ ー マ に つ い て 一 文を載
せ た ｡ 『文畢界』 の 同人 ､ 島崎藤村 ､ 戸川秋骨 は ､ 明治学院在学中の 明治 2 3 年 頃に は ､ 英訳本
の 『神曲』を所有して い た c 『文学界』誌上で は ､ 3 3 号に戸川秋骨｢ 文芸復興期 の こ と を思う+ ､
3 4 号に 上 田敏 ｢ ダンテ ･ ア リギ ェ リ+ ､ 4 5 号に平 田禿木 の ｢ ダン テ 後年の ことを記す+ が 掲載
されて い る( 剣持武彦『受容と変容 ･ 日本近代文学 - ダン テ か らジ ッ ドまで』おうふ う ､

2 0 0 0(辛
成 1 2) 午. 野上索

- ｢ 日本にお けるダ ン テ学+ 『ダン テ そ の 華麗なる 生涯』 新潮社 ､
1 9 7 4(昭和

4 9)年｡ 矢野峰人 『｢文学界+ と西洋文学』 学友社 ､ 1 9 7 0(昭和 4 5)午) 0
48 矢野峰人前掲書 ､ 9 1 ペ ー ジ｡
49 例 えば､ 北村透谷 『蓬莱曲』､ 島崎藤村 ｢ 人生の 風流を懐ふ+ ､ 戸川秋骨 ｢ 花幻+ を作例と し
て挙 げる こ と が出来る (笹淵友 一 『｢文学界+ とそ の 時代 ( 上)』 明治書院､ 1 9 5 9( 昭和 3 4) 午) o
5 0 笹淵友

一

前掲書 ､ 5 1 1 ペ ー ジ o

5 1 平 田禿木 ｢柳村君 を思ふ+ 『英語青年』 第3 5 巻 第 3 号 ､ 1 9 1 6(大正 5)午 (笹淵友
一

前掲書 ､
6 5 6

-

6 5 7 ペ ー ジ より重 引) 0
5 2 笹淵友

一

前掲書､ 65 6 ペ ー ジ
｡

5 3 上 田敏 『詩聖 ダン テ』 金港 堂 ､ 1 9 0 1(明治3 4)年 ､ 3 0 3 ペ
ー ジ｡

5 4 上 田敏 ｢ ダ ンテ ･ ア リギ ェ リ+ 『文学界』 第3 4 号 ､ 文畢界雑誌社 ､ 1 8 9 5(明治 2 8)年 1 0 月 ｡
1

･

8 ペ ー ジ｡

5 5 ロ マ ン 主義の 恋愛観に つ い て は ､ 次の 著作を参照と した｡ H a n s G e o r g S c h e n k , T h e m i n d of

-
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t h e E u r o p e a n r o m a n ti c s , L o n d o n , C o n st a bl e , 1 9 6 6( H ･ シ ェ ン ク 『ロ マ ン 主義の 精神』 み すず
書房 ､ 1 9 7 5(昭和 5 0) 午) .
5 6 戸川秋骨 ｢ 伊太利盛時の 文学+ 『うらわ か草』第 1 巻 ､ 文学界雑誌社 ､ 1 8 9 6(明治 2 9) 年 5 月 ､
5 8

･

6 9 ペ
ー

ジ｡

5 7 無署名 ｢ 三大家理想婦人+ 『日本評論』 第 2 1 号､
1 8 9 1( 明治 2 4) 年 1 月 ､ 2 4 8 ･

2 5 2 ペ ー ジ ｡
5 8 森鴎外の 娘 ､ 小堀杏奴の 昭和期 の 回想文で ､ ｢ こ の事 はお そ らく 亡父 の 影響 と思は れ るが ､
与謝野寛 ､ 及 び晶子先生の 藤島先生崇拝は大変なもの で ､ そ の 詩集歌集の 殆ん どは先生の 装軌
挿絵 ､
カ ッ トに よ っ て満たされ て ゐ るo + と して ､ 鉄幹と晶子が藤島武 二 を崇拝 して お り ､ ゆえ

に藤島が 多数装丁 を手掛けたと記 されて い る｡ 杏奴 は ､ 同時代で そ う した場面に直面して い た
訳で は ない が

､ 自身が藤島に師事 して い た こ とか ら､ 藤島と文学者 の 交涼 の経緯を耳にす る機
会が あり えた と考えられ る ( 小堀杏奴 『追憶か ら追憶 - 』 求音巨堂､ 1 9 8 0(昭和 5 5)年 ､ 6 8 ペ ー

ジ) 0
5 9 こ う した研究状況 の 中で ､ 匠秀夫氏の 『近代日本の 美術と文学』(1 9 7 9(昭和 5 4) 年は ､ 文学
者と画家の 交涜 を､ 相方の イデオ ロ ギ ー

か ら考察 した先駆的な研究で ある｡
6 0 黒 田清輝 ｢ 美術学校と西洋 軌 『京都美術協会雑誌』･ 1 8 9 6( 明治 2 9)年 6 月 (『絵画 の 将来』 中
央 公論美術出版 ､ 1 9 8 3(昭和 5 8) 年所収 ､ 12 ペ ー ジ) 0
6 1 久米桂

一

郎 ｢ 裸体は美術の 基礎+ 『国民新聞』､ 1 8 9 5(明治 2 8) 年 5 月 1 日 (久米桂
一

郎 『方
眼美術論』 中央 公論美術出版社､ 1 9 8 4(昭和 5 9) 年､ 3 3 ペ ー ジ所収) 0
6 2 久米桂 一 郎 ｢ テ エ ヌ 氏美術哲学 ( 1 7) + 『美術新報』 第2 巻第 1 4 号 ､ 画報社､ 19 0 3(明治 3 6)
年 1 0 月 ､ 1 ペ ー ジ

｡

63 三輪英夫 ｢黒 田清輝と構想画 - ｢ 昔語り+ を中心 に -

+ 『美術研究』3 5 0 ､ 東京文化財研
究所 ､

1 9 9 1(平成) 3 年 3 月 . 近年 ､ 雀裕景氏は 『黒田清輝 と美術アカ デミ ー

期 にお ける 日本的絵画の 創出 - 』( 大阪府 立大学博士 論文､ 2 0 0 0(平成 1 2) 午) にお い て
､ 《昔

語り》 に は
､
小督の悲恋 ､ 静閑寺に 一

時身を隠 した西郷の 天皇 へ の 忠 ､ 西郷の 同志と して 死 ん
だ月照 の 友愛とい っ た様々 な ｢ 愛+ の 形が表･現 されて い る とい う解釈を行 っ た｡ だが ､ 雀氏は ､
男女 の ｢ 愛+ の 主題 が当時の 文化的な文脈上にお い て ､ 特異性を持 っ たもの で あるとい う点に
つ い て 言及 を行 っ て い ない ｡
6 4 与謝野晶子前掲書｡
6 5 『み だれ髪』 の 出版の 経緯は ､ 西 野嘉華氏の 『装釘考』( 玄風社､ 20 0 0(平成 1 2) 午) を参照
した ｡

6 6 ｢ 社告+ 『明星』 第1 5 号 ､ 東京新詩社 ､ 1 9 0 0(明治 3 3)年 9 月 ｡
* なお ､ 本論文脱稿後 に ､ 田山花袋 に よる評論 ｢ 天なる星 地なる少女+ ( 『文芸倶 楽部』9
巻 6 号､ 博文館 ､ 1 9 0 3(明治 3 6)年 4 月) におい て ､ 恋の 対象となる少女を地上の 星であり花
で あるとする言説 を発 見 した｡ こ の資料に つ い て の 検討は次の 課題 と した い ｡

図版リ ス ト

1 『白百 合』 表紙絵 18 9 6(明治 2 9)年 5 月

2 『美術講話』 表紙絵 19 0 1(明治 3 4) 午

3 黒 田清輝 《樹蔭》 1 8 9 8(明治 3 1) 午, ウ ッ ドワ ン美術館所蔵

4 藤島武 二 《造花》 1 90 1(明治 3 4)午 , 東京芸術大学芸術資料館所蔵

5 ダ ンテ ･ ガブリ エ ル ･ ロ セ ッ テ ィ 《祝福され し乙女》 1 8 71 ･

7 7 年, ハ
ー グァ - ド大学フ

ォ ツ グ美術館所蔵

6 ダン テ ･ ガブリ エ ル ･ ロ セ ッ テ ィ 《我は主 の碑なり》 1 8 49 ･

5 0 年, ティ トギャ ラリ
ー

所蔵

7 黒 田清輝 《昔語り》 1 8 9 8(明治 3 1)年 消失

8 『明星』 表紙絵 1 9 0 1(明治 3 4)年 2 月

9 『み だれ髪』 表紙絵 19 0 1(明治 3 4)午

-
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近代 国家形成
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